
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度） 

公共用施設に係る
整備、維持補修又は
維持運営等措置

消防施設運営事業 高山市 45,799,100

措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額

34,202,500

公共用施設に係る
整備、維持補修又は
維持運営等措置

防災備蓄倉庫整備事業

備 考

高山市 30,000,000

（単位：円）

1

41,573,000

30,600,000

番号

2

30,000,000

902,000

公共用施設に係る
整備、維持補修又は
維持運営等措置

ごみ処理施設運営事業

4

41,573,000

非常用発電機導入事業 美濃加茂市 866,900 866,9004
公共用施設に係る
整備、維持補修又は
維持運営等措置

美濃加茂市 3,957,800

3 地域活性化措置 中津川市立保育園運営事業 中津川市 30,600,000 42,002,100

3,957,800 3,957,800



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由

毎年度のアンケート実施により成果目標の達成状況を確認し事業へ活かすため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、資源リサイクルセンター及び久々野クリーンセンターにおけるごみ焼却等に係る職員人件
費（１７名）、７か月分（７月～１月）を確保することができました。それにより、ごみ焼却及びパトロール業務の円滑な
実施を図ることができ、市民が快適に暮らせる環境の保全につなげることができました。今後も分別収集情報やごみ
減量化に向けた取り組みの周知・啓発、地域間の連携強化を図り、さらなる市民満足度の向上に努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

成果実績 ％

目標値 ％

達成度 ％

事業期間の設定理由 高山市第八次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標及び成果
実績

成果目標 成果指標 単位 　評価年度　　　令和3年度

「ごみの処理や分別収集
が適切に行われ、良好な
生活環境が保たれてい
る」と感じている市民の
割合　８６．１％（Ｒ２）以
上

割合：市民満足度アン
ケートの結果

交付金事業に関係する主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する政策等：高山市第八次総合計画（令和２年度～令和６年度）
　第2章　まちづくりの方向性とまちづくり戦略／人と人がつながり、安全で美しさと便利さが共存する持続可能なま
　　　　　　ちをつくる
　　　　【まちづくり戦略３－（３） 】地域特性の保全、活用、創出
　　　　　　環境に対する市民意識の醸成などによる自然エネルギー活用の推進や生活環境の向上、森や水など豊
　　　　　　かな自然がもたらす多様な恵みの保全と更なる有効活用をすすめます。
　目標：「ごみの処理や分別収集が適切に行われ、良好な生活環境が保たれている」と感じている市民の割合
　　　　　当初（Ｈ３１）：８４．２％／現状（Ｒ２）：８６．１％／目標（Ｒ６）：↗

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業実施場所 岐阜県高山市三福寺町地内　他１件

交付金事業の概要
１日処理能力１００ｔの施設（資源リサイクルセンター）及び１日処理能力１６ｔの施設（久々野クリーンセンター）に勤務
する、ごみ焼却・パトロールに係る職員１７名の人件費（７月～１月（７ヵ月分））

公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

ごみ処理施設運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 高山市

無

86.5

86.1

1

100.5

番号 措置名 交付金事業の名称



34,202,500職員17名

交付金事業の担当課室 財務部財政課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
ごみ処理施設職員人件費 雇用

うち文部科学省分 0 0 0
うち経済産業省分 30,000,000 30,000,000 30,000,000

交付金充当額 30,000,000 30,000,000 30,000,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備考
総事業費 34,354,200 34,029,000 34,202,500

26 25 25

達成度 ％ 80.8 116.0 128.0

令和2年度 令和3年度

不法投棄監視パトロール日数　25件（R3.7.1～
R4.1.31　高山地域20件、久々野地域5件）

活動実績 件 21 29 32

活動見込 件

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和元年度

計 34,202,500

交付金事業の評価課室 財務部財政課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由
毎年度のアンケート実施により成果目標の達成状況を確認し事業へ活かすため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、高山市上宝・奥飛騨温泉郷地域及び荘川地域の消防事業に係る職員人件費（21名、上宝
町地内11名、荘川町地内10名）、７か月分（７月～１月）を確保することができました。全国火災予防運動期間（11月）
に合わせて高齢者宅を訪問し、暖房器具等、火気を頻繁に使用する季節に入る前に火災予防を啓発することができ
ました。今後も、予防啓発の充実を図り、さらなる市民満足度の向上に努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

84.7

目標値 ％ 80.2

達成度 ％ 105.6

交付金事業の成果目標及び成果
実績

成果目標 成果指標 単位 　評価年度　　　令和3年度

成果指標：「消防・救急救
助体制が整っている」と
感じている市民の割合
８０．２（Ｒ２）％以上

割合：市民満足度アン
ケートの結果

成果実績 ％

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

事業期間の設定理由 高山市第八次総合計画の終期まで

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

消防施設運営事業

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 高山市

交付金事業実施場所 高山市上宝町地内　他２件

交付金事業の概要
高山消防署上宝分署及び荘川出張所に勤務する、消防事業に係る職員21名　（上宝町地内11名、荘川町地内10
名）の人件費（７月～１月（７ヵ月分））

交付金事業に関係する主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する政策等：高山市第八次総合計画（令和２年度～令和６年度）
　第2章　まちづくりの方向性とまちづくり戦略／人と人がつながり、安全で美しさと便利さが共存する持続可能な
　　　　　　まちをつくる
　　　【まちづくり戦略３－（４） 】安全への備えと災害時の対応強化
　　　　　日頃からの市民の防災意識の向上、災害発生後の円滑な市民や来訪者の移動や物流の速やかな確保、
　　　　　国・県などの関係機関や関係事業者と協働・連携した取り組みの強化など、災害時の被害を最小限に抑え
　　　　　るための防災・減災機能や体制の強化を図ります。また、消防・救急体制の充実、関係機関と協働・連携し
　　　　　た高齢者・交通弱者の交通事故防止や消費トラブルなど犯罪の未然防止により、安全な日常生活を送るこ
　　　　　とができる環境を整えます。
　目標：「消防・救急救助体制が整っている」と感じている市民の割合
　　　　　当初（Ｈ３１）：７８．０％／現状（Ｒ２）：８０．２％／目標（Ｒ６）：↗



45,799,100

交付金事業の担当課室 財務部財政課
計 45,799,100

交付金事業の評価課室

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
消防職員人件費 雇用 職員21名

うち文部科学省分 0 0 0
うち経済産業省分 39,224,000 39,209,000 41,573,000

交付金充当額 39,224,000 39,209,000 41,573,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和3年度 備考
総事業費 48,874,500 45,682,700 45,799,100

130

達成度 ％ 107.1 45.6 106.2

令和3年度

高齢者宅防火訪問件数（火気使用状況の確認、住
宅用火災警報器の設置・維持管理状況の確認、消
火器設置・維持管理状況の確認、避難経路の確
認、緊急通報装置設置状況の確認、健康状態の確
認、身寄り状況を確認、予防啓発のチラシの配布）

活動実績 件 150 73 138

活動見込 件 140

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

160

財務部財政課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由
事業年度終了後に、評価課（幼児教育課）より待機児童の人数を確認できるため。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

・保育士の確保を努めるとともに民間と連携した役割分担を行い、幼児教育・保育ニーズに応える受入れ態勢を整える事で、園
児の健全な心身の発達と生活の基礎基本の習得に努めました。引き続き、待機児童数0人の継続に努めます。

無

成果実績 人 0
目標値 人 0
達成度

中津川市落合　他３件

交付金事業の概要

単位 　評価年度　令和３年度

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

番号 措置名 交付金事業の名称

3 地域活性化措置 中津川市立保育園運営事業

中津川市立保育園４園の園長及び保育士２２名分の人件費、７か月分（７月～１月）に充当します。
中津川市では、中津川市子ども・子育て支援事業計画に基づき、子育て家庭の支援施策を充実し、受け入れ態勢
の整備や保育の質の向上等、子どもが健やかに育成される環境の整備をするため、電源立地地域対策交付金を活
用し、保育士の人件費を確保し、充実した保育サービスの提供を推進しています。

交付金事業に関係する主要政
策・施策とその目標

【主要政策・施策】中津川市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）
　基本目標２：子どもの健やかな発達を保障する教育・保育の提供
　　施策の方向１：就学前教育・保育の体制確保
　　　教育・保育の充実：幼児期は人格形成の基礎を培う重要な時期であり、民間との連携と役割分担の下で、市民
　　　　　　　　　　　　　　　の幼児教育・保育ニーズに応える受入体制を整えて、園児の健全な心身の発達と生活の基
　　　　　　　　　　　　　　　礎基本の習得を図ります。
【目標】令和３年度末時点待機児童数　０人

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岐阜県中津川市

交付金事業実施場所

事業期間の設定理由 中津川市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）の終期まで

交付金事業の成果目標及び成果
実績

成果目標 成果指標

年度末時点待機児童数
０人

待機児童数
％ 100.0

交付金事業の定性的な成果及び評価等



30,000,000 30,000,000 30,600,000
うち文部科学省分 0 0 0

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考
38,987,900 42,002,100

147 154

活動見込 人月 126 147 154

単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標

園長及び正規保育士の雇用量
雇用人数（人）×雇用期間（月）

達成度 ％ 100.0

活動実績 人月 126

100.0 100.0
交付金事業の総事業費等

交付金充当額

うち経済産業省分 30,000,000

総事業費 36,338,400

30,000,000 30,600,000

交付金事業の契約の概要

人件費 雇用 園長および保育士２２名
契約金額

42,002,100
契約の目的 契約の方法 契約の相手方

交付金事業の担当課室 教育委員会事務局　幼児教育課
計 42,002,100

交付金事業の評価課室 教育委員会事務局　幼児教育課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業の概要

番号 措置名 交付金事業の名称

防災備蓄倉庫整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 美濃加茂市

災害時、避難者に提供する物資等を備蓄するための倉庫がないため、避難所付近に備蓄倉庫2棟を設置する。

28.0

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度に評価を実施。

単位 　評価年度　　令和３年度

成果実績 ％ 28.0

100.0

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

4
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

交付金事業実施場所 美濃加茂市西町地内

交付金事業に関係する主要政
策・施策とその目標

【主要政策・施策】第６次総合計画（令和２年度～令和１１年度）
・もしものとき、生き残るために→防災・災害時対策の強化
災害対策強化のため防災備蓄倉庫を設置し市民の生命を守る
【目標】避難所に対する防災備蓄倉庫設置率の増加（令和２年度末時点で２３．３％）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和１１年度

目標値 ％

事業期間の設定理由 第６次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標及び成果
実績

成果目標 成果指標

避難所に対する防災備
蓄倉庫設置率２８．０％

備蓄倉庫÷避難所４３カ
所×１００

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、今年度も避難所用の防災備蓄倉庫を２棟整備できました。備蓄倉庫は避難所開設をするにあたり、必要
な資機材を迅速に用意するため、大変重要な役割を担っていますので今後も継続的に整備を進めていきます。

達成度 ％



計 3,957,800
交付金事業の担当課室 防災安全課
交付金事業の評価課室 防災安全課

有限会社　中央木材（美濃加茂市） 3,957,800

3,957,800

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
防災備蓄倉庫の設置 指名競争入札

うち文部科学省分
うち経済産業省分 4,702,000 4,612,300

総事業費 4,866,400 4,612,300 3,957,800
交付金充当額 4,702,000 4,612,300 3,957,800

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0
交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考

活動実績 棟 2 2 2

活動見込 棟 2 2 2

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

防災備蓄倉庫を２棟設置



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

非常用発電機導入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 美濃加茂市

交付金事業実施場所 美濃加茂市太田町地内

交付金事業の概要
災害時緊急情報伝達システムの連続運用を可能にするため、災害時や停電時等でも使用可能な発電機４台を導入
する。

交付金事業に関係する主要政
策・施策とその目標

【主要政策・施策】第６次総合計画（令和２年度～令和１１年度）
・もしものとき、生き残るために→防災・災害時対策の強化
災害対策強化のため防災備蓄倉庫を設置し市民の生命を守る
【目標】緊急情報伝達システムに要する発電機数（令和２年度末時点で０．０％）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和１１年度

事業期間の設定理由 第６次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標及び成果
実績

成果目標 成果指標 単位 　評価年度　　令和３年度
緊急情報伝達システム
に要する発電機数１００．
０％

導入発電機数÷緊急情報
伝達システム稼働に必要な
発電機数４台×１００

成果実績 ％ 100.0
目標値 ％ 100.0
達成度 ％ 100.0

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本交付金の活用により、非常用発電機を４台整備できました。この発電機により、本市が運用する防災情報伝達システムのサー
バーを災害時（停電時）でも連続運用することができ、災害時でも市民に対してしっかりと災害情報を伝達できるようになりまし
た。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



株式会社　アンシンク（岐阜市）

計
交付金事業の担当課室 防災安全課
交付金事業の評価課室 防災安全課

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約金額

非常用発電機の導入 902,000
契約の方法 契約の相手方

指名競争入札

うち文部科学省分

902,000

うち経済産業省分 866,900

交付金充当額 866,900

交付金事業の総事業費等 令和３年度 備考
総事業費 902,000

達成度 ％ 100.0

非常用発電機を4台導入

活動実績 台 4

活動見込 台 4

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和３年度







活動見込 台

達成度 ％

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

消防団管理分　消防ポンプ自動車　更新台数（台）

活動実績 台 １ １ 1

１ １ １

100.0 100.0 100.0
交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考

総事業費 21,274,000 21,274,000 21,890,000
交付金充当額 18,980,000 19,800,000 20,050,000

うち文部科学省分 0 0 0
うち経済産業省分 18,980,000 19,800,000 20,050,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
消防ポンプ自動車１台の購入 指名競争入札 丸新消防株式会社（高山市） 21,890,000

計 21,890,000
交付金事業の担当課室 消防本部消防総務課
交付金事業の評価課室 市長公室企画課





達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

総事業費

単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

活動実績 台 ２ ２ 1

活動見込 台 ２ ２ １

14,410,000 14,201,000
6,400,000

うち文部科学省分 0 0 0
うち経済産業省分 12,780,000 12,240,000 6,400,000

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標

消防団管理分　小型動力ポンプ積載車　更新台数
（台）

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考

計 8,079,500
交付金事業の担当課室 消防本部消防総務課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
小型動力ポンプ積載車１台の購入 指名競争入札 丸新消防株式会社（高山市） 8,079,500

8,079,500
交付金充当額 12,780,000 12,240,000

交付金事業の評価課室 市長公室企画課





令和３年度

消防団管理分　小型動力ポンプ　更新台数（台）

３ ２ 2

活動見込

単位

活動実績

台 ３ ２ ２

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

台

うち文部科学省分 0 0 0
うち経済産業省分 6,230,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 令和元年度 令和２年度

総事業費 6,528,600 4,565,000 4,576,000
交付金充当額 6,230,000 4,270,000 4,270,000

計 4,576,000
消防本部消防総務課
市長公室企画課

4,270,000 4,270,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
小型動力ポンプ２台の購入 指名競争入札 丸新消防株式会社（高山市） 4,576,000

交付金事業の担当課室
交付金事業の評価課室

































































































交付金事業の評価課室 総務防災課
交付金事業の担当課室 総務防災課













瑞浪市　建設部　土木課
5,087,500

交付金事業の評価課室 瑞浪市　建設部　土木課
交付金事業の担当課室

計

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和３年度

必要な生活道路の整備状況（％）

活動実績 ｍ 94.2

活動見込 ｍ 94.2

達成度 ％ 100.0
交付金事業の総事業費等 令和３年度 備考

総事業費 5,087,500
交付金充当額 5,063,000

0
5,063,000

契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札

うち文部科学省分

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法

うち経済産業省分

5,087,500株式会社　西尾建設（瑞浪市）













29,718,700

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
舗装補修 一般競争入札 ミライズ株式会社（八百津町）

うち文部科学省分
うち経済産業省分 28,067,000 28,067,000 26,202,000

交付金充当額 28,067,000 28,067,000 26,202,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備考
総事業費 28,700,100 29,313,900 29,718,700

1620 1550 1880

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

令和２年度 令和３年度

公共用施設に係る整備量（実施面積）

活動実績 ㎡ 1620 1550 1880

活動見込 ㎡

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和元年度

計 29,718,700

交付金事業の評価課室 建設課
交付金事業の担当課室 建設課































計 102,035,000
交付金事業の担当課室 消防本部総務課
交付金事業の評価課室 企画部総合政策課

92,245,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
消防吏員人件費 雇用 消防吏員55名 102,035,000

交付金事業の総事業費等 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備考
総事業費 100,138,600 102,035,000
交付金充当額 89,849,000 92,245,000

うち文部科学省分
うち経済産業省分 89,849,000

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

認定救急救命士（気管挿管、薬剤投与、処置拡大）
延べ人数×交付金事業期間月数

活動実績 人月 287 308
活動見込 人月 308 329
達成度 ％ 93.2 93.6
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